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実践・日本でも配電網を地域で持てるようにしよ
う！
エコなお家を横につなげるには何をすればいいのか？　取りあえず
やってみた

小林光　東京大学教養学部客員教授（環境経済政策）

　昨年 6月、「エコなお家
が横につながる」（海象
社ブックレット）という

テーマの本を出版した。
自宅「羽根木エコハウ
ス」での 2 1年間に及ぶ環

境対策の経験などを踏ま
え、同書では、一軒一軒

の取り組みはもちろんと
しても、さらに、いろい
ろなお宅がつながる配電

グリッドを賢明に経営す
ることで、再生可能エネ
ルギーを一層多く使うこ

とができることを訴え
た。

　 こ の 本 で も 紹 介 し た
が、実際、ドイツでエネ
ルギーを中心とした地域

公共サービスを担う公的な会社であるシュタットベルケのビジネスモデルでは、
熱心に太陽光発電パネルの増設と、そこから送配電系統（グリッド）に電気を流
す電力の逆潮流に取り組んでいた。地域のグリッドにつながる太陽光発電パネル

からのカーボンフリーの電力は、 F I T制度の下で国全体に配分されてしまい、地
域で囲い込めない。にもかかわらず、シュタットベルケが取り組むのは、地域の

配電網を地域の市民が管理経営していて、環境と共生できる地域の暮らしづくり
に強い意思が働いているからに違いない。

　自家消費型パネルを増やせば、買電量

が減って、その分、地域の二酸化炭素
（ C O ₂）排出量は減るが、他方で、余剰
の太陽光発電電力の配電網への流し込み

を伴うため、逆潮拡大には知恵も技術も
必要になる。漫然と配電網を管理してい

てはできない相談なのである。その苦労
をシュタットベルケは積極的に担ってい
る。

　また、ハワイ電力のケースでも、日本
に比べて熱心に、配電網管理について再
エネ電力を受け入れる観点からの運営が

進められている。州政府の公的規制の下で地域独占をしている私企業のハワイ電
力は、それゆえにハワイの島々と一蓮托生の運命共同体になっている。高価な化



2 0 2 1年 1 1月に出版した吉高まり氏
との共著「グリーンビジネス－環境
をよくして稼ぐ。その発想とスキル」
（木楽舎）

石燃料への依存が少ない島々の実現に向け、地域の経営に自分事として取り組ん
でいるのである。

　例えば、ハワイでは、グリッドに逆潮流する個人の太陽光パネルは、蓄電池を
備えた上で、日没後から夜明け前にそれを放電・逆潮流することが求められてい

る。このことにより、グリッドには、夜間も、 C O ₂フリーの電力が豊かに流され
ることとなる。

　家庭の蓄電池からの逆潮がほとんど認められない日本とは大きな違いである。

こんな日本を、ではどうしたらよいだろう。

まずは防災とのカップリングから

　今でこそ、脱炭素は国是になったが、ちょっと前までは、脱炭素と聞けば産業
界の人々は鼻で笑ったものである。環境対策はビジネスのお添え物、建前として

飾って置けばよくて、環境に真面目に取り組むなどは青二才の所業だとでも言わ
んばかりであった。こうした中で、配電網を再エネ最優先で経営することはビジ
ネスのテーマにはならなかった。風穴が開きだしたのは、環境動機によるもので

なく、安全動機・防災動機によるものであった。

　国内では「エコなお家が横につながる」において紹介した宮古島のケースや小
田原のケースに加え、釧路の阿寒農協のケースや苫小牧のケースを見学させてい

ただいた。釧路や苫小牧では、いずれも経済産業省系の補助金で支援されてい
て、主な狙いは、小さなグリッドが、系統被災時に、開閉器を閉じて、独立でき

て、そのグリッドの中にある太陽光パネルや蓄電池などを活用して自活できるよ
うにすることが目的である。

　もちろん、災害はない方がよいので、平時は、こうして増強された再エネ機器

などが系統に、あるいは、グリッド参加者に利用されることとなる。環境目的で
あれ、防災目的であれ、やることはほぼ変わらない。ただ、見学してみると、グ
リッドにつながる需要家の防災・減災意識は高くとも、系統全体や配電を預かる

一般電力企業は、そうしたマイクログリッド部分への特別の思い入れのないこと
が特に印象的であった。

　配電事業者にどうやってローカルな利害への関心を持ってもらうのか。そし
て、再エネ電源のつなぎ込みの拡大、さらには、平時夜間などでの蓄電池からの
逆潮の受け入れなどが今後の課題だな、と感じた次第である。つまり、一つに

は、経営の主体づくりの問題があり、もう一つには、その主体を支える社会ルー
ルづくりの問題があるのである。

　環境目的のビジネスの振興には、こうした主体と環境との両方を共に進化させ

ていくというダイナミックな課題があるのである。

　論者は昨年末、このような課題に取り

組める主体を育て増やすべく、「グリー
ンビジネス－環境をよくして稼ぐ。その
発想とスキル」という本を木楽舎から出

版した（吉高まり氏との共著）。グリー
ンなビジネスの必須の条件、往々にして
ある落とし穴を紹介した上、多くの先達

の挑戦を踏まえた応用編では、社内での
新ビジネスの開拓のケース（イントレプ

ルナー）、そして、自分が発起するアン
トレプルナーのケースでの有益な発想、
所作を説明している。



2 0 2 1年の暮れ、長野県茅野市に出
来上がったエネルギー供給住宅「金
山デッキ」

　環境ビジネス・パーソンが大いに増え
て欲しい。幸い、このような問題意識が読者の方々の共感を得られたのか、この

ところずっと、アマゾンの世界経済事情のジャンルの売り上げランキングで 1 0位
以内を保っている。

　この本では仲間づくりを試みた。だが、仲間頼みばかりではいけない。自分も
実践を、ということで、 2 0 2 1年の暮れ、長野県茅野市にエネルギー供給住宅
（ポジティブエネルギー・ハウス）「金山デッキ」を建てた。配電網の脱炭素化

がビジネスとなる時代へと、一歩踏み出す前進基地になることを目指している。

　この金山デッキの意図を、環境技術に詳しくない方々にも理解していただける
よう、かみ砕いて説明してみたい。

再エネを生かす配電網に向けて

　金山デッキは、 2 1世紀の人類的な課
題・脱炭素を住宅で具体化する、その一
つの実例を示すことを狙った。家は、快

適で安全な暮らしを収納する容器。脱炭
素は、家のそうした性能を確保しつつ果
たさないとならない。家の脱炭素化と

は、家が収めている暮らしに伴い発生す
る C O ₂の量をゼロ、さらにはマイナスに

することだ。

　ところで、快適で安全な暮らしをつくる上では、しっかりとした構造の家を作
る必要があり、そのためにも、またさらに、そこにある設備を動かしていくため

にも、どうしてもエネルギーが必要になる。そこで、脱炭素のまず最初のステッ
プは、エネルギー消費が極力少なくて済む家を設計し設備を選ぶことになる。そ
して、このどうしても必要なエネルギーを、 C O ₂を出さない再生可能エネルギー

の自給で賄うことにより、脱炭素を果たせる暮らしにする、というのが次のス
テップとなる。

次稿では、この省エネと創（自給）エネとの二つのステップに分けて金山デッ
キの構想を説明したい。（後編に続く）
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